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最
後
に
、
服
部
嵐
雪
（
二
六
五
四
―
一
七
〇
四
）
の
句
に
、
こ

の
詩
の
承
句
が
巧
み
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
閉

じ
ま
す
。

「
鯊は

ぜ

釣
る
や　
水
村
山
郭　
酒
旗
の
風
」

   

悠
久
の
名
作
シ
リ
ー
ズ
（
30
）

『
咸
陽
城
東
樓
』　
　
許
　
渾

　
　
唐
朝
の
滅
亡
を
予
感
し
憂
慮
す

一
上
高
城
萬
里
愁　
一
た
び
高
城
に
上
れ
ば
萬
里
愁
う

蒹
葭
楊
柳
似
汀
洲　
蒹
葭
楊
柳
汀
洲
に
似
た
り

渓
雲
初
起
日
沈
閣　
渓
雲
初
め
て
起
こ
っ
て
日
閣
に
沈
み

山
雨
欲
來
風
満
樓　
山
雨
來
ら
ん
と
欲
し
て
風
樓
に
満
つ

鳥
下
緑
蕪
秦
苑
夕　
鳥
は
緑
蕪
に
下
る
秦
苑
の
夕
べ

蝉
鳴
黄
葉
漢
宮
秋　
蝉
は
黄
葉
に
鳴
く
漢
宮
の
秋

行
人
莫
問
當
年
事　
行
人
問
う
こ
と
莫
れ
當
年
の
事

故
國
東
來
渭
水
流　
故
國
東
來
渭
水
流
る

咸
陽
に
つ
い
て

　
咸
陽
は
戦
国
中
期
時
代
、
孝
公
の
時
に
秦
の
都
と
さ
れ
た
。
そ
の

後
始
皇
帝
は
諸
侯
を
亡
ぼ
す
ご
と
に
そ
の
宮
室
を
拡
大
し
、
宮
殿
の

数
は
二
百
七
十
に
の
ぼ
た
。
し
か
し
秦
が
亡
び
る
と
宮
殿
は
こ
と
ご

と
こ
わ
さ
れ
、
贅
を
尽
く
し
た
阿
房
宮
も
項
羽
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ

れ
、
三
ヶ
月
間
燃
え
続
け
て
灰
燼
に
帰
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

漢
時
代
に
な
る
と
街
を
築
き
な
お
し
渭
城
と
名
付
け
ら
れ
た
。
唐
代

に
は
咸
陽
県
が
置
か
れ
て
い
た
。
現
代
の
咸
陽
は
明
時
代
の
市
街
で

往
古
の
歴
史
を
と
ど
め
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

作
者  

許
渾
に
つ
い
て

　
七
九
一
年
生
ま
れ
、
八
五
四
年
没
。
晩
唐
の
詩
人
で
あ
る
。
字
は

用よ
う

晦か
い

と
い
い
、
江
蘇
省
丹
陽
県
の
人
で
高
宗
の
宰
相
許
圉ぎ

ょ

師し

の
子
孫

に
あ
た
る
。
大
和
六
年
（
八
三
二
）
科
挙
に
合
格
し
て
進
士
と
な
り
、

山
西
省
太
平
の
県
令
（
県
の
長
官
）
と
な
っ
た
が
、
病
気
の
た
め
辞

職
し
た
。
宣
宗
の
大
中
三
年
（
八
四
九
）
潤
州
の
司
馬
か
ら
監
察
御

史
（
検
察
官
、
官
吏
を
取
り
締
ま
る
役
）
に
抜
擢
さ
れ
た
。
更
に
の

ち
、
各
地
の
刺
史
（
州
の
長
官
）
を
歴
任
し
た
が
晩
年
は
郷
里
の
丁て

い

卯ぼ
う

橋
に
あ
っ
た
別
荘
に
隠
棲
し
た
。
特
に
律
詩
が
得
意
で
、
杜
牧
や

韋
荘
ら
に
推
重
さ
れ
た
。

　
自
作
の
近
体
詩
を
自
ら
編
纂
し
た
「
丁
卯
集
」
二
巻
が
あ
る
。

要　
旨

　

こ
の
詩
は
秦
時
代
の
都
、
咸
陽
の
城
樓
に
登
っ
て
故
郷
を
思
い
、

か
つ
て
栄
え
た
秦
、
漢
に
思
い
を
は
せ
、
唐
王
朝
の
行
く
末
を
案
じ

て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。　
（
教
本
Ｂ
そ
の
二
）
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意　
解

　
ひ
と
た
び
高
い
城
樓
に
登
っ
て
周
囲
を
眺
め
る
と
万
里
の
故
郷
へ

の
想
い
が
ひ
き
起
こ
さ
れ
る
。
オ
ギ
や
ア
シ
、
柳
の
連
な
る
風
景
は

（
私
の
故
郷
）
江
南
の
川
岸
に
似
て
い
る
か
ら
だ
。

　
谷
間
か
ら
雲
が
湧
き
起
こ
っ
た
か
と
思
う
と
、
は
や
日
は
閣
の
向

こ
う
に
沈
も
う
と
し
、
山
の
方
か
ら
（
今
に
も
）
雨
が
降
り
出
し
そ

う
に
、
風
が
樓
い
っ
ぱ
い
に
吹
き
込
ん
で
き
た
。

　
鳥
が
荒
れ
た
緑
の
草
原
に
舞
い
降
り
、
か
っ
て
の
秦
の
庭
園
は
日

が
暮
れ
て
ゆ
き
、
蟬
が
黄
色
く
色
づ
い
た
葉
陰
で
鳴
い
て
、
漢
の
宮

殿
あ
た
り
に
は
秋
が
訪
れ
て
い
る
。

　
旅
人
よ
、
昔
の
秦
漢
の
こ
と
は
聞
か
な
い
で
お
く
れ
、
こ
の
古
い

都
で
昔
と
変
わ
ら
ぬ
も
の
は
、
東
へ
流
れ
て
ゆ
く
渭
水
だ
け
な
の
だ

か
ら
。（
教
本
Ｂ
そ
の
二
）

考　
察

こ
の
詩
に
は
解
釈
に
諸
説
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

一
、
首
聯
二
句
目
「
似
汀
洲
」
に
つ
い
て

　

Ａ
、
こ
の
詩
は
秦
漢
文
明
へ
の
懐
古
詩
で
あ
り
、
栄
華
を
き
わ

め
た
土
地
が
す
っ
か
り
荒
れ
は
て
て
い
る
さ
ま
を
詠
む
、

と
す
る
説
。
首
聯
の
意
解
は
「
ふ
と
高
い
城
樓
に
登
っ
て

周
囲
を
眺
め
る
と
（
荒
涼
た
る
風
景
に
）
わ
が
胸
中
の
愁

い
は
万
里
の
は
て
ま
で
広
が
る
。
オ
ギ
や
ア
シ
、
柳
の
連

な
る
さ
ま
は
、
ま
る
で
川
辺
の
砂
地
の
よ
う
で
（
過
去
の

栄
華
の
か
げ
も
な
い
）と
な
る
。松
浦
友
久「
中
国
詩
選（
三
）

唐
詩
」
等

　

Ｂ
、
懐
古
に
望
郷
を
重
ね
る
説
。
許
渾
は
江
南
の
潤
州
の
出

身
な
の
で
故
郷
を
想
い
出
す
気
持
が
あ
っ
た
、
と
す
る

説
。
本
会
は
こ
の
説
に
た
っ
て
教
本
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

前
野
直
彬
「
唐
詩
鑑
賞
辞
典
」
山
之
内
正
彦
執
筆
、
村

上
哲
見
「
三
体
詩
（
上
）」、
松
枝
茂
夫
「
中
国
名
詩
選
」

等

二
、
尾
聯
八
句
目
「
故
国
」
に
つ
い
て

　

Ａ
、
秦
の
国
都
、
咸
陽
付
近
と
す
る
説
。

　
　
　

小
川
昭
一
「
中
国
の
名
詩
鑑
賞
７
晩
唐
」、
松
浦
友
久
「
中

国
詩
選
（
三
）
唐
詩
」
等

　
Ｂ
、
秦
の
発
生
地
、
朧
西
地
方
を
さ
す
と
す
る
説
。

　
　
　
秦
は
朧
西
、
今
の
甘
粛
省
の
天
水
あ
た
り
に
起
こ
り
、
次
第

に
渭
水
に
沿
っ
て
東
へ
移
り
、
咸
陽
に
都
し
て
の
ち
、
始
皇

帝
に
依
っ
て
天
下
は
統
一
さ
れ
た
。
こ
の
説
に
従
う
と
読
み

は
「
故
国
よ
り
東
来
し
て
渭
水
流
る
」
と
な
り
、
八
句
目
の

意
解
は
「
秦
の
故
地
、
朧
西
よ
り
渭
水
の
水
が
昔
の
ま
ま
東

へ
流
れ
て
い
る
だ
け
だ
」
と
な
る
。

　
　
　
村
上
哲
見
「
三
体
詩
（
上
）」、前
野
直
彬
「
唐
詩
鑑
賞
辞
典
」

山
之
内
正
彦
執
筆
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三
、
尾
聯
七
句
目
「
行
人
」
に
つ
い
て

　
　
普
通
は
「
旅
人
」
の
意
で
あ
る
が
、こ
の
詩
で
は
「
作
者
自
身
」

だ
ろ
う
と
す
る
解
釈
が
あ
る
。
教
本
詳
解
は
こ
の
説
に
基
づ
い

て
い
る
。「
こ
の
地
を
旅
す
る
人
（
私
）
は
昔
の
こ
と
を
あ
れ

こ
れ
問
う
の
は
や
め
に
し
よ
う
」
と
な
り
、
筆
者
も
こ
ち
ら
の

解
釈
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
感
じ
る
。

鑑　
賞

　
許
渾
は
朝
廷
に
お
け
る
三
年
間
の
体
験
を
通
し
て
、
朝
政
の
腐
敗

や
官
僚
・
宦
官
間
の
争
い
の
激
化
、
人
民
の
生
活
の
不
安
定
な
ど
を

深
く
認
識
し
た
。「
新
選
唐
詩
三
百
首
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
許

渾
が
宣
宗
の
大
中
年
間
（
八
四
七
〜
八
六
〇
）
監
察
御
史
に
任
ぜ
ら

れ
た
時
の
作
で
あ
り
、
や
は
り
唐
朝
の
滅
亡
を
予
感
し
、
憂
慮
し
た

作
品
と
し
て
い
る
。

根
拠
そ
の
一
（
頷
聯
）

　
　
渓
雲
初
め
て
起
こ
っ
て
日
閣
に
沈
み

　
　
山
雨
来
ら
ん
と
欲
し
て
風
樓
に
満
つ

　
細
や
か
な
自
然
の
動
き
を
よ
く
捉
え
、
絵
画
的
な
美
し
さ
を
持
つ

と
同
時
に
、
第
四
句
「
山
雨
来
ら
ん
と
欲
し
て
風
樓
に
満
つ
」
は
激

動
の
到
来
を
予
告
す
る
名
句
と
し
て
知
ら
れ
、「
日
閣
に
沈
み
」「
風

樓
に
満
つ
」
は
大
乱
が
今
に
も
勃
発
し
よ
う
と
す
る
き
ざ
し
を
具
体

的
に
暗
示
し
て
い
る
。
現
在
私
た
ち
も
動
乱
や
革
命
な
ど
が
起
こ
る

直
前
の
緊
迫
し
た
雰
囲
気
を
あ
ら
わ
す
比
喩
と
し
て
し
ば
し
ば
耳
に

す
る
。

根
拠
そ
の
二
（
頸
聯
）

　
　
鳥
は
緑
蕪
に
下
る
秦
苑
の
夕
べ

　
　
蟬
は
黄
葉
に
鳴
く
漢
宮
の
秋

　
（
名
も
知
れ
ぬ
）
鳥
が
舞
い
降
り
、
日
の
暮
れ
行
く
荒
れ
は
て

た
緑
の
草
む
ら
、
あ
の
あ
た
り
に
は
か
つ
て
秦
の
美
し
い
御
苑

が
置
か
れ
て
い
た
。
ひ
ぐ
ら
し
・
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
が
黄
ば
ん

だ
葉
陰
で
鳴
い
て
い
る
（
あ
の
林
の
）
あ
た
り
、
そ
こ
は
秋
の

気
配
た
だ
よ
う
漢
の
宮
殿
の
跡
だ
。
凋

ち
ょ
う

落ら
く

し
た
「
秦
苑
の
夕
べ
」

「
漢
宮
の
秋
」
の
あ
り
さ
ま
は
、
大
唐
帝
国
の
前
途
の
運
命
に
対

す
る
憂
慮
で
も
あ
る
。
作
者
の
予
想
通
り
、
八
五
九
年
に
裘
甫

の
乱
、
八
六
六
年
龐ほ

う

勛く
ん

の
乱
、
八
七
四
〜
五
年
黄こ

う

巣そ
う

の
大
反
乱

が
相
次
い
で
発
生
し
た
。
そ
し
て
お
よ
そ
三
〇
年
後
に
唐
朝
は

滅
ん
で
い
る
。

　

な
お
こ
の
頸
聯
は
平
安
時
代
中
期
（
一
○
一
三
年
）
に
編
ま

れ
た
「
和
漢
朗
詠
集
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、「
悠

久
の
名
詩
」
に
値
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
鳥
は
緑
蕪
に
下
り
て
秦
苑
静
か
な
り

　
　
蟬
黄
葉
に
鳴
い
て
漢
宮
秋
な
り

　
第
五
句
の
「
夕
」
は
こ
こ
で
は
「
静
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
許
渾
の
詩
を
今
ひ
と
つ
付
記
し
た
い
。

　目次へもどる▲　次ページへ▲



― 102 ―

　
愁　
思

琪
樹
西
風
枕
簟
秋　
琪き

樹じ
ゅ

の
西
風　
枕ち

ん

簟て
ん

秋
な
り

楚
雲
湘
水
憶
同
遊　
楚
雲
湘
水　
同
遊
を
憶
う

高
歌
一
曲
掩
明
鏡　
高
歌
一
曲　
明
鏡
を
掩お

お

う

昨
日
少
年
今
白
頭　
昨
日
の
少
年　
今
は
白
頭

　
庭
の
美
し
い
樹
に
秋
風
が
立
ち
、
夏
の
枕
や
た
か
む
し
ろ
も
い
ら

な
く
な
っ
た
。
楚
の
空
に
湧
く
雲
、
湘
水
の
流
れ
を
見
る
に
つ
け
、

私
は
か
つ
て
共
に
遊
ん
だ
人
た
ち
の
こ
と
を
思
い
お
こ
す
。

　
そ
し
て
高
ら
か
に
一
節
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
、鏡
に
ふ
た
を
し
た
。

昨
日
ま
で
若
者
だ
っ
た
（
と
思
っ
て
い
た
が
）
今
は
白
髪
の
老
人
と

な
っ
て
い
た
か
ら
。

　
結
句
の
「
昨
日
の
少
年
今
は
白
頭
」
は
何
で
も
な
い
表
現
な
が
ら
、

な
か
な
か
言
い
得
な
い
名
句
で
は
な
い
か
。

※
和
漢
朗
詠
集

　
平
安
時
代
中
期
（
一
〇
一
三
年
）
藤
原
公き

ん

任と
う

編
纂
の
歌
集
。
も
と

は
藤
原
道
長
の
女む

す
め

威
子
入じ

ゅ

内だ
い

の
際
に
贈
り
物
に
添
え
る
歌
と
し
て
編

纂
さ
れ
、
の
ち
書
道
三
蹟
の
一
人
藤
原
行
成
に
清
書
さ
せ
た
も
の
が

有
名
。
朗
詠
に
適
し
た
漢
詩
文
の
秀
句
約
五
九
〇
首
、
和
歌
二
一
六

首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
中
国
作
家
で
は
白
居
易
が
一
三
六
首
と
群

を
抜
い
て
多
く
、
許
渾
は
一
○
首
で
あ
る
。
和
歌
は
紀
貫
之
の
二
〇

首
が
最
も
多
い
。

   

悠
久
の
名
作
シ
リ
ー
ズ
（
31
）

『
山
園
小
梅
』　
　
林
　
逋

　
　
梅
を
妻
の
よ
う
に
愛
し
た
詩
人

　
杭
州
の
西
湖
に
浮
か
ぶ
島
、
孤
山
は
梅
の
花
の
名
所
。
北
宋
の
詩

人
林
逋
は
、
若
い
時
に
江こ

う

淮わ
い

地
方
（
江
蘇
省
と
安
徽
省
一
帯
）
を
放

浪
し
た
が
、
人
生
半
ば
を
過
ぎ
て
西
湖
の
孤
山
に
庵
を
か
ま
え
隠
居

す
る
こ
と
二
十
年
。
こ
こ
で
梅
三
百
株
を
植
え
、
鶴
を
飼
い
、
終
身

結
婚
せ
ず
、「
梅
妻
鶴
子
」、
梅
を
妻
と
し
鶴
を
子
と
し
て
過
ご
し
、

一
生
を
通
じ
て
名
利
に
淡
白
な
人
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
お
墓
は
今
も
梅
の
花
に
包
ま
れ
た
こ
の
地
に
遺
さ
れ
て
い

る
。

　
山
園
小
梅　
　
　
林　
逋

衆
芳
搖
落
獨
暄
妍　
衆
芳
搖
落
し
て
獨
り
暄け

ん

妍け
ん

占
盡
風
情
向
小
園　
風ふ

う

情じ
ょ
う

を
占
め
盡
く
し
て
小
園
に
向
こ
う

疎
影
横
斜
水
清
淺　
疎
影
横お

う

斜し
ゃ

水
清
淺

暗
香
浮
動
月
黄
昏　
暗
香
浮
動
月
黄こ

う

昏こ
ん

霜
禽
欲
下
先
偸
眼　
霜そ

う

禽き
ん

下
ら
ん
と
欲
し
て
先
ず
眼
を
偸ぬ

す

み

粉
蝶
如
知
合
斷
魂　
粉
蝶
如も
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つ
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吟
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の
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る
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不
須
檀
板
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ち

い
ず
檀だ

ん
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ん

と
金
尊
を
共
に
す
る
を
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